
ポリテクセンターの存続を要望 日曜日開庁が始まりました
意見をお聞かせください

合志市「ふるさとサポーター」を募集します

問い合わせ先　健康づくり推進課 国保年金班（西合志庁舎）　☎２４２－１１８３
熊本西年金事務所　☎３５５－３２６１

問い合わせ先　福祉課 社会福祉班（西合志庁舎）　〒861-1193 合志市御代志1661番地1
☎２４２－１１４９　FAX３４８－５２７１
Ｅメール　fukushi@city.koshi.lg.jp

問い合わせ先　企画課 政策企画班（合志庁舎）　〒861-1195　合志市竹迫2140番地
☎２４８－１８1３　FAX２４８－１１９６
Ｅメール　kikaku@city.koshi.lg.jp

国民年金任意加入のお知らせ

国民年金の「付加年金」をご存知ですか？

　国民年金の老齢基礎年金は、20歳から60
歳になるまでの40年間保険料を納めなけれ
ば、満額の年金を受け取ることができません。
　このため、国民年金には、本人の申し出に
より60歳から65歳未満の5年間に保険料を
納めることで、65歳から受け取る老齢基礎年
金を増やすことができる任意加入制度があり
ます。

●募集内容
　「合志市災害時要援護者避難支援計画」（原案）に
ついて
　�　この計画は、災害発生時における災害時要援護
者と地域の支援者と行政が三者一体となって実施
する避難支援対策などについて、その基本的な考
え方や進め方を明らかにしたものです。本市での
初めての策定となりますので、この計画に対する意
見を募集します。

●応募資格
　次のいずれかに該当する人
　ア　本市に居住する人
　イ　本市に通勤、または通学する人
　ウ　本市で事業を営み、または活動する人

●目的
　�　本市のまちづくり活動や発展のためにご協力い
ただける人脈づくりを目指します。また、市からの各
種情報をお送りし、合志市をより身近に感じていた
だく機会を設けます。

●情報募集
　�　市外に住むご家族やご親戚、知人などでご登録
いただける人を紹介してください。（住所・氏名・電
話番号を下記の問い合わせ先までご連絡くださ
い。）ただし、事前に本人のご承諾が必要です。

　このたび、「合志市災害時要援護者避難支援計画」について、原案をまとめましたので、市民の
皆さんからの幅広い意見を募集します。

　本市では、市外に在住する合志市出身者や合志市にゆかりのある人などで、本市のイベント
やまちづくり、県外でのＰＲ活動などのお手伝いをしてもらえる人を募集します。
　ご登録いただいた人には、本市からイベントや特産品などに関する情報発信も計画中です。
市外に住むご家族やご親戚などで協力していただける人がおられたら、ぜひご紹介ください。

●原案の入手方法
　�　市ホームページ、合志庁舎・西合志庁舎の情報
公開コーナー、泉ヶ丘支所、須屋支所、福祉課（西
合志庁舎1階）

●提出方法
　�　直接持参、郵送、ファクシミリ、Eメールにより文
書で福祉課（西合志庁舎1階）まで提出してくださ
い。合志庁舎市民課、泉ヶ丘支所・須屋支所を通じ
ても提出できます。
　�　書式に定めはありませんが、住所、氏名、電話番
号の記入をお願いします。
　�　なお、お寄せいただいたご意見に対する個別回
答はいたしませんので、ご了承ください。

●提出期限
　11月30日（火）

●登録方法
　�　ご連絡いただいた後、こちらからご確認し申込用
紙をお送りしますので、必要事項をご記入いただ
き、企画課（合志庁舎）まで提出していただきます。
　※�お寄せいただいた個人情報は適正に管理し、目
的外には使用しません。

　付加年金は老齢基礎年金に上乗せして受給す
ることができる年金で、定額保険料（平成22年度は
15,100円）に付加保険料（月額400円）をあわせて納
めることとなります。
　付加保険料を納付できる人は、国民年金の第1号被
保険者または65歳未満の任意加入被保険者です。国民
年金保険料を免除されている人や国民年金基金に加入
している人は納めることができません。一方、農業者年金
に加入している人は必ず納めることになっています。

●年金額は？
　�次の式で計算した額が老齢基礎年金に上乗せされ
ます。

　　付加年金額＝200円×付加保険料納付月数
　�2年間で付加保険料納付相当分の年金を受け取る
ことができる計算になります。
　�付加保険料の納付は、申し込んだ月から納めること
ができます。

●任意加入の対象者
　次の①から③の全ての条件を満たす人が対象となります。
　①国内に住所を有する60歳以上65歳未満の人
　②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない人
　③�20歳から60歳までの年金保険料の納付月数が480月未
満の人

●毎月の保険料（平成22年度）
　月額15,100円（納付方法は原則、口座振替になります）

パブリックコメント募集
　9月24日、荒木市長と前畑市長（荒尾市）で民主党熊
本県総支部連合会を訪問し、両市にあるポリテクセン
ター（職業能力開発促進センター）の存続を求める要望
書を提出しました。
　ポリテクセンターについては、平成20年12月に「雇
用・能力開発機構の廃止について」の閣議決定により都
道府県などへ移管するとされていますが、廃止法案の成
立後、移管先がないために廃止されることがないよう国
の責任において存続するよう所在市として要望しました。

　10月 3日、窓口証明業務の日曜日開庁が始まり
ました。第 1 回目となったこの日は、20 代から
50代の幅広い利用者が訪れ、証明書などを取得し
ました。利用者からは「平日は夜も仕事で来られな
いので、とても助かります」「日曜日に数時間でも
開いているのは便利」などの声が聞かれました。日
曜日開庁は来年 3月まで試行されますので、市民
の皆さんご利用ください。

▲証明書を取得する利用者▲要望書を手渡す荒木市長（写真中央）と前畑市長（写真左）

みんなで「ふるさとサ
ポーター」になろう！
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